21世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」外国人講演会 開催報告書

　　　　（化学研究所）小松紘一、玉尾皓平、時任宣博、小澤文幸、川端猛夫

研究集会名：　化学研究所　有機化学セミナー

演者：　Senior Research Scientist
　　　　（Rudjer Boskovic Institute, Croatia）
演題：　Cycloaddition Molecular "Glues" and Their Synthetic Applications
場所・日程：京都大学化学研究所・2005年2月3 日（木）

総参加者概数：　約 30 名

講演内容：Davor Margetic博士は、クロアチアの名門であるRudjer Boskovic研究所にて、理論的に興味ある有機分子の合成に携わっている。今回は同博士がオーストラリアのCentral Queensland Universityとの共同研究として行なってきた新規多環式化合物の研究に関する詳細な紹介が行われた。すなわち、Diels-Alder反応を分子構造ユニットをつなぐ手段として用い、ノルボルネン類と多数のアセチレン化合物ならびに含窒素芳香環との[4+2]反応を利用して、多環式湾曲構造をもつ分子の合成を行ない、一例として、両端にポルフィリンを有する分子ピンセットに代表されるように超分子的相互作用の可能性をもつ化合物を合成し、それらの応用面についても講演が行われた。









